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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
開始する前に

推奨する工具

注 本書では、正しく安全に取り付けるために重要な情報をこの注のように背景色付きで示します。

確認 311 ⻭科用椅子を床に固定してから、本書の手順を実施してください。チェアーが固定されてい
ない場合は、『A-dec 311 ⻭科用椅子サービスガイド』（部品番号 （P/N）86.0921.05）を参照してく
ださい。

警告 感電の危険があります。カバーを外したり元に戻す際には、ワイヤーやチューブに損傷を与えな
いよう注意してください。また、カバーを再度取り付けた後は、しっかりと固定されていることを確認
してください。 

• 六⾓レンチセット • 斜ニッパー • ゴム製マレット
• プライヤー • 調整レンチ • プラスドライバー
• 磁気水準器 • スリーブプッシャー • ワイヤーストリッパー
• 5/16 インチの六⾓レンチ • 巻尺
• 5/16 インチのヘックスビット付き

トルクレンチ
• 1/4 インチおよび 3/8 インチのコン

ビネーション・レンチ
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
設置手順
設置方法によっては、本書に記載されている一部のモジュールは必要ありません。始める前に：
1. サポートセンターにどのモジュールを取り付けるかを確認してください。
2. 取り付けるモジュールの順序を書き留めるのに、設置手順を使用します。

注 各モジュールの梱包箱には、当該モジュールの取り付けに必要なすべての部品が梱包されてい
ます。

サポートセンター

⻭科助⼿⽤器具 ⻭科ライト

デリバリーシステム
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
サポートセンターの取り付け

363 サポートセンターは、チェアーのどちら側にも取り付けが可能です。これらの手順は、右利きのオペレー
ター用の設置方法です。 

推奨する工具
• プライヤー
• 磁気水準器
• 1/8 インチ、3/16 インチ、3/8 インチの六角レンチ
• 5/16 インチの六角レンチ 
• 5/16 インチのヘックスビット付きトルクレンチ
• 巻尺

手順 1.

1 プライヤーを使用してベースプレートプラグを
真上に抜き、チェアーのサポートセンターを取
り付ける側のチェアーベースプレートから取り
外します。 

注 プラグを引き上げる際に、ドライバーを
使用しないでください。ドライバーがチェ
アーのベースプレートの塗料を傷めること
があります。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 2.

手順 3.

1 ペデスタルマウントをチェアーの方向にスライドさ
せて穴を合わせ、マウントの下部をベースプレート
の下のスロットにスライドさせます。 

2 六角レンチを使用して、チェアーのペデスタルマウントを
取り付けるネジを取り付けます。 

1 六角レンチを使用して、サポートフットがチェ
アーのベースプレートにしっかりフィットする
まで締め付けます。

サポートフット （保持脚）
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 4.

手順 5.

矩形の穴

1 サポートセンターポストをペデスタルマウントに設置します。矩形の穴とグローブを、チェアーを足側か
ら⾒た場合の右側に向けます。低い側のネジをグローブに差し込みます。 

溝

低い側のネジ 

1. 支柱をマウント内部の中心に置きます。
2. レベリングスクリューのすぐ上に、支柱に対して垂直に水準器を置きます。
3. マウントの周囲にしっかりネジを締めます。支柱をできるだけマウントの中心に保ちます。 

4. 傾きを変更するには、マウントの上下にあるレベリングスクリューを互いに反対方向に調整します。どの
スクリューを締めたり緩めたりするかは、修正したい傾きの方向によって決まります。レベリングスク
リューは、2 本を 1 組として締めたり緩めたりします。

5. 水平になるまで、マウントの周囲にある 8 本すべてのレベリングスクリューを調整します。システムが水平
になったら、レベリングスクリューをしっかりと締め付けます。 

ヒント 支柱の矩形の穴の下のネジから始めます。ネジを締めるとき、ネジが支柱の底の溝にはま
っていることを確認します。

注 これが支柱の初期的なレベリングです。さらに、すべてのモジュールを取り付けた後、サポー
トセンターの最終レベリングを⾏う必要があります。 
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 6.

1 腕にサポートセンターチュービングの束を巻き付け、サポートセンターを箱から持ち上げます。

2 サポートセンターからカバーを外します。

3 ウォーターボトル接続をチェアーの足側に向け、サポートセンターポストの上でサポートセンターを保持し
ます。

注意 ワイヤーやチューブが引っ掛かったりねじれたりしないよう、いずれもサポートセンターフ
レームの内側に収めるようにしてください。

警告 システムにスピットンが含まれている場合は、サポートセンターが適切に配置されるまで、
スピットンボウルサポートにケーブル留めされたポジショニングガイドを取り外さないでくだ
さい。サポートセンターを適切に配置するために、以下のセクションの手順を実⾏してください。

4 フレームがサポートネジに接触するまで、サポートセンターを支柱に沿って下ろします。

サポートネジ

ウォーターボトルの接続
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 7.

1 六角レンチを使用してボタンボルトを締め、サポートセンターが手動で回転可能か
つ自動的には回らない状態にします。

ボタンボルト
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 8.

1 ⻭科用椅子と平⾏になるようにサポートセンターの位
置を合わせます。

ポジショニングガイドはアーム
レストと接触しないようにする
必要がありますが、すき間を開

けないようにしてください。

システムにスピットンが含まれている場合：

4 クリアランスをテストするために、ジャンパーを使用
してチェアーを上下に動かします。

システムにスピットンが含まれていない場合、またはチェ
アーのスピットンの横にアームレストがない場合：

3 ポジショニングガイドとアームレストが接触しないも
のの、すき間ができないようにサポートセンターの位
置を合わせます。（すき間があると、サポートセンター
のカバーが正しく取り付けられない場合があります）。 

2 ポジショニングガイドを開きます。

1 チェアーの電源をオンにします。

5 チェアーの電源をオフにします。

警告 この手順を開始する前に電源をオフにし
ないと、製品の損傷や、重傷または死亡事故
につながるおそれがあります。

ポジショニングガ
イドを開きます。

注記 回路基板は静電気の影響を受けやすい
部品です。回路基板に触れる場合、あるいは
回路基板への接続または回路基板からの接続
を⾏う場合は、静電放電 （ESD）対策が必要
です。回路基板の取り付けは、必ず電気技師
または適切な資格を持った整備担当者が⾏っ
てください。

警告 ポジショニングガイドとアームレストが
接触しないよう、スピットンボウルとアーム
レスト間に適切なクリアランスを確保する必
要があります。 
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 9.

サポートセンターフレームのリブ

1 ヘックスビット付きトルクレンチを使用して、少なくとも
35 N·m （26 フィートポンド）のトルクでボタンボルトを締め
ます。ボルトを締め込む際は、ポジショニングガイドがアーム
レストとのクリアランスを保っていることを確認します。

注 サポートセンターのフレームのリブ全体
が完全に支柱に差し込まれている必要があり
ます。差し込みが不完全な場合、取り付け作
業後半のレベリングで問題が発生します。 

サポートセンターフ
レームのリブ

2 サポートセンターのフレームのリブが支柱に対してし
っかり差し込まれていることを確認します。必要に応
じて、ボタンボルトをより大きなトルクで締めます。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 10. 

ソケットスクリュー

1 六角レンチを使用して、1-1/2 インチのソケットスクリューを 2 本取り付けます。サポートセン
ターポストの穴の背面に均等に接触し、しっかりと固定されるまで、ネジを交互に締めます。 

注 ネジを締め込む際は、ポジショニングガイドが
アームレストとのクリアランスを保っていることを
確認します。 
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 11.

注意 スピットンベンチレーションの
チューブの終端がサポートセンター
のフレームの 13 mm （1/2 インチ）
上に位置していることを確認します。
これにより、スピットンが適切に排
水されます。

13 mm（1/2 インチ） 

サポート
センター
フレーム

 チューブ
クリップ

1 スピットンベンチレーションのチューブ
の長さを調整する必要がある場合は、六
角レンチを使用して、スピットンベンチ
レーションのチューブをサポートセンタ
ーに固定しているクリップを緩めます。 

2 チューブの端がサポートセンターのフレー
ムの 13 mm （1/2 インチ）上に位置するよ
うにチューブを引き上げます。 

3 クリップを締めて、ベンチレーションの
チューブを適切な位置に固定します。 

スピットンベン
チレーションの

チューブ
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
A-dec 352/353 ⻭科助手用器具の取り付け

適切な手順に従って、⻭科助手用器具を取り付けます。

伸縮式アームに装着された A-dec 352 ⻭科助手用器具の取り付け  . . . . . . . . . . . . . . . .13
A-dec 353 スピットン装着型⻭科助手用器具の取り付け  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .17

伸縮式アームに装着された A-dec 352 ⻭科助手用器具の取り付け

推奨する工具
• 3/16 インチの六角レンチ
• 斜ニッパー

手順 1.

A-dec 352 伸縮式⻭科助⼿⽤器具
タッチパッド付き （オプション）

A-dec 353 スピットン装着型⻭科助⼿⽤
器具タッチパッド付き （オプション）

ストッパー

チェアーの足側
1 六角レンチと 1 インチのソケットスクリュー 3 本を使用して、

伸縮式アームのハブをサポートセンターに取り付けます。
ハブ上のストッパーがチェアーの足側を向くようにします。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 2. 

ウェーブワッシャー

1. ⻭科助手用アームをハブにセットします。
2. ウェーブワッシャーの端を押し下げ、ハブの突起部にセットします。ワッシャーが完全に押し下げられ、

適切に取り付けられるまで、ハブ周りを合理的に調整します。
3. ⾼容量吸引装置 （HVE）と排唾管をそれぞれのホルダーに配置してから、それぞれのチューブをバキューム

キャニスターに取り付けます。

注 システムにエアバキュームシステムが含まれている場合、HVE と排唾管は出荷時に取り付けら
れているため、取り外すことはできません。

1
2

3
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 3.
注記 回路基板は静電気の影響を受けやすい部品です。回路基板に触れる場合、あるいは回路基板への
接続または回路基板からの接続を⾏う場合は、静電放電 （ESD）対策が必要です。回路基板の取り付
けは、必ず電気技師または適切な資格を持った整備担当者が⾏ってください。

1 システムにタッチパッドが含まれている場合は、タッチ
パッドのチューブをバキュームキャニスターの下から右
の穴 （最も大きな穴）に通します。

2 チューブ上にワッシャーを取り付けてから、チューブ内
にブッシング （軸受筒）を差し込んで、タッチパッドの
チューブの張力緩和を⾏います。

3 タッチパッドのデータ回線と電源ケーブルを、サポートセンターから矩形の穴を通してサポートセンター
のフレームの外側に出します。 

ヒント 張力緩和装置をセットする際は、他の器具
のチューブの緩みに合わせ、十分な長さのチュー
ブを残してください。

グレーのワイヤ
ーを接続するワ
イヤーコネクタ

4 データ回線を黒の DCS1 データポートに差し込みます。 

黒のワイヤーを接続す
るワイヤーコネクタ

5 各電源ワイヤーを、同色のワイヤーが接続されたワイヤーコネクタに取り付けます。 

黒のデータポート

注意 黒の DCS1 データ回線をグレーの DCS2 ポートに差し込むと、
製品が損傷することがあります。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 4.

シリンジ
チューブ

1 シリンジをホルダーに配置し、そのチューブをバキュー
ムキャニスターの下にある中央の穴に通します。

2 ケーブル留めと黒のワッシャーを使用して、シリンジチューブの張力緩和を⾏い
ます。チューブをしっかりと支えるため、ケーブル留めを 2 周させます。

ヒント 張力緩和装置をセットする際は、他の器具のチューブの緩みに合
わせ、十分な長さのチューブを残してください。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
A-dec 353 スピットン装着型⻭科助手用器具の取り付け 
推奨する工具
• 斜ニッパー
• 六角レンチセット

手順 1.

手順 2. 

2 システムにエアバキュームシステム （AVS）が含まれている場合は、六角レンチを使用して、トグルスイッ
チアセンブリをスピットンボウルサポートの底部に接続している 2 本のネジを取り外します。

1 斜ニッパーを使用してケーブル留めを切断し、スピットンのポジショニングガイドとフォームプラグを取り
外します。

注 ポジショニングガイドと、それをスピットンボウルサポートに固定するフォームプラグは取って
おきます。スピットンボウルとアームレスト間に適切なクリアランスが確保されていることを確認す
るために、後で必要になります。詳細については、56 ページの 「スピットンボウルのクリアランス
の確認」を参照してください。

1 ⻭科助手用器具にタッチパッドが含まれて
いる場合は、電源ケーブルとデータ回線を
上のスピットンホルダーに通します。

中央の穴⽤
（1/4-20 x 1 インチ

のネジ）

周囲がくぼんだ穴⽤
（10-32 x 5/8 インチ

のネジ）

ソケットスクリュー（実⼨表⽰）

2 ⻭科助手用器具をスピットンホルダーの下
に配置し、支柱がスピットンボウルサポー
トの底部の穴に合うまで、チェアーから離
れる方向に回転させます。

3 ⻭科助手用器具をスピットンホルダーの底
部に取り付けます。 
• 六角レンチを使用して、中央の穴用のネ

ジを取り付けます。
• 六角レンチを使用して、中心からずれ、

周囲がくぼんだ大きい穴にネジを取り付
けます。 

4 手順 1 のステップ 2 で AVS トグルスイッチ
アセンブリを取り外した場合は、ここで接
続し直します。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 3. 

1 電源ケーブルとデータ回線を、スピットンアームを通してサポートセンターに配
線します。 

ヒント ケーブル留めをワイヤーの端に取り付け、スピットンアームに通
します。 

⻭科助手用器具にタッチパッドが含まれる場合：

2 電源ケーブルとデータ回線をスピットンの溝に通します。 

3 ワイヤーを支柱とサポートセンターのウォールの間
に通してから、矩形の穴を通してサポートセンター
のフレームの外側に出します。 

5 各電源ワイヤーを、同色のワイヤーが接続されたワイ
ヤーコネクタに取り付けます。 

グレーのワイヤーを接続
するワイヤーコネクタ

黒のワイヤーを接続す
るワイヤーコネクタ

黒のデータポート

4 データ回線を黒の DCS1 データポートに差し込み
ます。 

注意 黒の DCS1 データ回線をグレーの
DCS2 ポートに差し込むと、製品が損傷
することがあります。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 4.

バキュー
ムキャニ

スター

シリンジチューブ

1 ⾼容量吸引装置 （HVE）と排唾管をそれぞれのホルダーに配置してから、それぞれのチューブをバキュー
ムキャニスターに取り付けます。

2 シリンジをホルダーに配置し、そのチュ
ーブをバキュームキャニスターの下にあ
る中央の穴に通します。

ヒント 張力緩和装置をセットする際は、他の器具のチューブの緩みに合
わせ、十分な長さのチューブを残してください。

3 ケーブル留めと黒のワッシャーを使用して、シリンジチューブの張力緩和を⾏い
ます。チューブをしっかりと支えるため、ケーブル留めを 2 周させます。

.

注 システムに AVS が含まれて
いる場合、HVE と排唾管は出荷
時に取り付けられているため、
取り外すことはできません。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
A-dec 334pro/335pro/334/335 デリバリーシステムの取り付け

A-dec サポートセンターは、Traditional （A-dec pro/ ）または Continental® （A-dec pro/ ）
デリバリーシステムを使用して構成できます。どちらのデリバリーシステムでも、取り付け手順は同じです。

推奨する工具
• 六角レンチセット
• 3/8 インチのコンビネーション・レンチ
• 斜ニッパー

A-dec 334pro Traditional デリバリーシステム
20  86.0544.05 Rev F 



A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
デリバリーシステムのコンポーネントの取り付け
手順 1.

1 チェアーの電源をオンにします。

電源ボタン

注記 回路基板は静電気の影響を受けやすい部品です。回路基
板に触れる場合、あるいは回路基板への接続または回路基板か
らの接続を⾏う場合は、静電放電 （ESD）対策が必要です。
回路基板の取り付けは、必ず電気技師または適切な資格を持っ
た整備担当者が⾏ってください。

警告 この手順を開始する前に電源をオフにし
ないと、製品の損傷や、重傷または死亡事故
につながるおそれがあります。

2 ジャンパーを使用してチェアーを完全に下げます。

3 チェアーの電源をオフにします。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 2.

手順 3.

1 デリバリーシステムの支柱には、必ず正しいトリムリング
を取り付けてください。 
• デリバリーシステムは含まれているが、伸縮式アーム

に装着された⻭科助手用器具はない場合、デリバリー
システムの支柱に付属のトリムリングを使用します。

• デリバリーシステムと伸縮式アームに装着された
A-dec 352 ⻭科助手用器具が含まれている場合、
そのキットに付属のトリムリングを使用します。

デリバリーシステムで使⽤される
トリムリング。⻭科助⼿⽤器具な

しの場合。

デリバリーシステムで使⽤されるト
リムリング。伸縮式アームに装着さ
れた A-dec 352 ⻭科助⼿⽤器具があ

る場合。

1 デリバリーシステムを持ち上げて肩の上で
バランスを取り、チューブとワイヤーの束
を通すために片方の腕を空けてください。

A-dec 334pro の図
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 4.

1 デリバリーシステムを、チェアーの足側のポ
ストホール上で保持し、チューブとワイヤー
の束を穴に通します。

2 デリバリーシステムの支柱を完全に固定さ
れるまでサポートセンターに挿入します。

A-dec 335pro の図
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 5.

2

3 4

1

334pro/335pro からのワイヤーおよび赤の DCS2 データ回線の図

1 デリバリーシステムからのワイヤーとデータ回線を、矩形の穴からサポートセンター
のフレームの外側に出します。 

2 アース線を接続します。 

3 黒のワイヤーを、別の黒のワイヤーがすでに接続されているワイヤーコネクタに接続
します。 

4 グレーのワイヤーを、別のグレーのワイヤーがすでに接続されているワイヤーコネク
タに接続します。 
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 6.

21

次のうちいずれかを⾏います。

A-dec 334pro/335proデリバリーシステム A-dec 334/335デリバリーシステム

1 チェアー回路基板からの赤の DCS2 データ回
線を穴に通し、グレーの DCS2 データポート
に接続します。

2 デリバリーシステムからの赤の DCS2 データ
回線を、グレーの DCS2 データポートに差し
込みます。

3 黒の 2 ポジションコネクタを黒の 24 VAC 絶
縁リードに接続します （ある場合）。

4 余分なワイヤーを巻いてサポートセンターの
中に収納します。

2

1 デリバリーシステムからの黒の DCS1 データ
回線を、黒の DCS1 データポートに差し込み
ます。

2 チェアー回路基板からの黒の DCS1 データ回
線を穴に通し、黒の DCS1 データポートに接
続します。

3 黒の 2 ポジションコネクタを黒の 24 VAC 絶
縁リードに接続します （ある場合）。

4 余分なワイヤーを巻いてサポートセンターの
中に収納します。

注意 黒の DCS1 データ回線をグレーの
DCS2 ポートに差し込むと、製品が損傷
することがあります。

1
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 7.

手順 8.

1. ボタンボルトを緩めます。

2. コントロールヘッドを回転させ、レベリングスク
リュー用の穴の位置に合わせます。

3. 1/4-20 x 1/2 インチのレベリングスクリューとワッ
シャーを取り付けて締めます。

4. 3/8 インチ止めネジを取り付けます。
5. ボタンボルトを締めます。

注 ボタンボルトを完全には引き出さないで
ください。コントロールヘッドを動かせる程
度に緩めれば十分です。

1 34

レベリングスク
リュー （実物大）

止めネジ （実物大）

ハンドピース管と調整キーの取り付け 
（A-dec 334pro/334/335 のみ）

A-dec 334pro の図

1 ハンドピース管を、使用に適した
位置に設置します。

2 A-dec 335 Continental
デリバリーシステム
のみ：ホイップフック
を差し込みます。 

3 調整キーを差し込みます。

ハンドピース管と調整キーの取り付け 
（A-dec 334pro/334/335 のみ）

A-dec 335 の図
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 9.

1 運送用のピン （段ボール）
を取り外して廃棄します。

運送⽤のピン （段ボール）

2 システムの構成に応じて、ホイップまた
はプラグを所定の位置に挿入します。
プラグが足りない場合は、A-dec カスタ
マーサービスにお問い合わせください。

Continental ホイップと調整キーの取り付け （A-dec 335pro のみ）
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
6 ハンドピース管をそれぞれのホルダーに
配置し、コントロールヘッドの側面のそ
れぞれの穴に調整キーを差し込みます。

調整キー

3 ホイップを開くには、配管ガイドを反時計回
りに 90° 回転させます。

4 チューブをホイップアセンブリに通し
ます。

5 配管ガイドを閉じ、カチッと音がして
しっかりと閉まったことを確認します。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
トレイ・ホルダーマウント （オプション）の取り付け
トレイ・ホルダーーを取り付けるには、デリバリーシステムのタイプを選択し、必要な手順を実⾏します。

Continental デリバリーシステム

1 3 本の 10-32 x 3/4 インチネジを使用
して、コントロールヘッドの底部中
央にマウントアームを取り付けます。

トレイマウ
ント位置

335pro の図
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
Traditional デリバリーシステム

A-dec ⻭科ライトの取り付け

システムに⻭科ライトが含まれている場合は、この時点で取り付けます。⻭科ライトに付属のサービスガイドを
参照してください。 

モニターマウントの取り付け

システムにモニターマウントが含まれている場合は、この時点で取り付けます。モニターマウントに付属のサー
ビスガイドを参照してください。 

ヒント トレイ・ホルダーはコントロールヘッドのどちら側にも取り付けられますが、調整キーの反
対側の側面に取り付けるとキーにアクセスしやすくなります。

2 トレイ・ホルダーの一方の端を上に傾け、トレイ・ホルダーの縁をトレイ・ホルダーサポートの端の下に合
わせ、トレイ・ホルダーを所定の位置に下げます。

注 大型トレイ・ホルダーは、小型トレイ・ホルダーとは異なる向きでマウントアームに取り付けます。
正しい向きについては、下図を参照してください。

トレイ・ホルダー
マウントの位置

トレイ・ホルダー 

1 2 本の 10-32 x 1 インチボタンボルトを使用して、コントロールヘッドの底部側面にトレイ・ホルダーサポー
トを取り付けます。 

334pro の図

トレイ・ホル
ダーマウント
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
スピットンの取り付け

推奨する工具
• 斜ニッパー
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 1.

手順 2.

排水トラップ

スピットンボウル

1 斜ニッパーを使用してケーブル留めを切断し、ポジショニングガイドとフォームプラグを取り外します。

2 スピットンボウルを、⾼い側が患者から離れた
位置に来るよう専用ホルダーに取り付けます。
しっかり押さえて固定します。

3 排水トラップをボウルの底部に取り付けます。

注 ポジショニングガイドと、それをスピットンボウルサポートに固定するフォームプラグは取っ
ておきます。スピットンボウルとアームレスト間に適切なクリアランスが確保されていることを確
認するために、後で必要になります。 

⾼い側が患者から離れるように

コップ給水⽤吐水口

ボウル洗浄吐水口

1 コップ給水用吐水口を取り付けるには、まっすぐ下方に押し
込みます。 

2 ボウル洗浄吐水口を取り付けるには、まっすぐ下
方に押し込みます。 

注意 コップ給水用吐水口を取り付けるとき、回転さ
せないでください。破損するおそれがあります。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
フロアボックスの取り付け

推奨する工具
• プラスドライバー 
• 斜ニッパー

手順 1.

手順 2.

注 この手順を実⾏する前に、システムのすべてのモジュールを取り付けます。

1 ユーティリティを囲むようにフロアボック
スのフレームを配置します。

2 以下のものを 4 つ使用して、フレームを床
に固定します。
• 板張り床：1-1/4 インチネジ
• コンクリート床：2 インチアンカー

1 チェアーとフロアボックスの間
の距離を測定します。

2 コンボリュートチューブを切っ
て長さを合わせます。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 3.

次のステップ リストされた順序で、システムのモジュールをすべて取り付けます。モジュールを取り付ける必
要がない場合は、次の手順にスキップしてください。 
• システムにオプションのエアバキュームシステム （AVS）が含まれる場合は、69 ページの

「付録：エアバキュームシステム （AVS）の取り付け」に進みます。
• 35 ページの 「ユーティリティの配管と接続」に進みます。

1 チューブ、電源コード、そしてシステムに⻭科
助手用器具またはスピットンが含まれている場
合はバキュームラインおよび排水チューブをコ
ンボリュートチューブに通します。

2 コンボリュートチューブをクリップに差し込みます。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
ユーティリティの配管と接続

注意 ワイヤーやチューブの損傷、外れを防ぐため、接続作業はすべてのシステムモジュールの取り付
け完了後に⾏ってください。

2 チェアーのベースと背板が限界まで上がっていることを確認します。

1 システムの電源をオンにします。

電源ボタン

3 チェアーの電源をオフにします。

警告  この手順を開始する前に電源をオフにしないと、製品の損傷や、重傷または死亡事故につ
ながるおそれがあります。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
チェアーベースとフロアボックスへの配管・配線
推奨する工具
• 六角レンチ

手順 1. 

注記 回路基板は静電気の影響を受けやすい部品です。回路基板に触れる場合、あるいは回路基板への
接続または回路基板からの接続を⾏う場合は、静電放電 （ESD）対策が必要です。回路基板の取り付
けは、必ず電気技師または適切な資格を持った整備担当者が⾏ってください。

警告 感電の危険があります。カバーを外したり元に戻す際には、ワイヤーやチューブに損傷を与えな
いよう注意してください。また、カバーを再度取り付けた後は、しっかりと固定されていることを確認
してください。 

フロアボックス

1 六角レンチを使用して、フロアボッ
クスのサポートセンター側のホール
カバーを取り外します。

2 チューブとワイヤーの束を、チェアーのベースプレートの側面に沿ってフロアボックスの中に緩く通し
ます。 
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 2.

1 電線、データ回線、USB ケーブル、⻭科ライトケーブルを束から引き出します。 

3 排水ラインとチューブがフロアボックス内側に収まるように切りそろえます。 

注意 排水ラインとチューブは長さに余裕を⾒ておきます。設置作業の後半で、チューブをサ
ポートセンターポストに固定してカバーの下を通します。 

注意 排水ラインとチューブを切りそろえる前に、束の中にワイヤーまたはケーブルがないこ
とを確認します。 

2 すべてのワイヤーを電源装置に向けて配線します。 

注 363 サポートセンターのワイヤー、ケーブル、チューブには、コンボリュートチューブま
たはアンビリカル・スパイラルチューブを使用しません。これらはペデスタルマウントカバー
で覆います （他のすべての取り付け手順が完了した後に設置）。 
86.0544.05 Rev F 37



A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
フットコントロールの配管
推奨する工具
• 3/16 インチおよび 5/32 インチの六角レンチ

手順 1.

手順 2.

注 以下の説明は、ディスクとレバーフットコントロールの両方に適用されます。

1 チェアーの背面側から、張力緩和装置の上と電源装置の後ろを通るようにフットコントロールチューブを引
きます。

レバーフットコントロールの図

1 六角レンチを使用して、フットコン
トロールチューブをチェアーベース
の張力緩和装置内に固定します。

注 適切に配置できるよう、フットコントロールチューブの
隆起部を上に向け、張力緩和装置の溝に合わせてください。

ヒント 152 〜 254 mm （6 〜 10 インチ）
のチューブをチェアーベースとフットコン
トロールの間に通します。 
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 3.

サポートセンターの配管
推奨する工具
• 斜ニッパー
• スリーブプッシャー
次のページのフローチャートに従ってチューブを接続します。

1 フットコントロールチューブを、チェアー
ベースからフロアボックスに通します。

2 フットコントロールチューブを、フロア
ボックスに通し、フロアボックスの側面
からサポートセンターに配線します。

フットコントロールチューブ
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
. 

フロアボックスへ 

電源装置

デリバリーシステムへ

ウォーターボトルへ

フットコントロールへ

ボウル洗浄へ

コップ給水へ

⻭科助⼿⽤器具へ

注意 ⽩または⻘のチューブ
は接続しないでください。

注 水マニホールドを取り
付けるときは、マニホール
ド内で水が淀むのを避ける
ために、端にバーブ継手を
取り付けてください。

注 システムに CP5i コン
トロールパッドが含まれて
いる場合、長いダッシュの
付いた緑のチューブはシー
スの端で切り取り、接続し
ません。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
サポートセンターのワイヤーとデータ回線の電源装置への接続  

1. システムの電源をオフにします。

システムに備わっている電源装置に応じて、以下のセクションの手順を実⾏してください。

注意 ワイヤーやチューブの損傷、外れを防ぐため、接続作業はすべてのシステムモジュールの取り付
け完了後に⾏ってください。

注記 回路基板は静電気の影響を受けやすい部品です。回路基板に触れる場合、あるいは回路基板への
接続または回路基板からの接続を⾏う場合は、静電放電 （ESD）対策が必要です。回路基板の取り付
けは、必ず電気技師または適切な資格を持った整備担当者が⾏ってください。

警告 この手順を開始する前に電源をオフにしないと、製品の損傷や、重傷または死亡事故につながる
おそれがあります。 

2023年6月以降に製造されたA-decユニバーサ
ル電源装置へのサポートセンターのワイヤー
とデータ回線の接続 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 42

2023 年 6 月以前に製造された A-dec 311/411
電源装置へのサポートセンターのワイヤーと
データ回線の接続 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 44
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
2023 年 6 月以降に製造された A-dec ユニバーサル電源装置へのサポートセンターのワイヤー
とデータ回線の接続
推奨する工具
• 3/8 インチのコンビネーション・レンチ
• 斜ニッパー

2023 年 6 月以降に製造された A-dec ユニバーサル電源装置への A-dec 334pro/335pro デリバリーシ
ステムの接続 
1. 緑 / ⻩のアース線を電源装置ハウジングのアース端子に接続します。
2. 黒のワイヤーを 0 VAC に接続します。
3. グレーのワイヤーを 24 VAC に接続します。
4. 赤のデータ回線を DCS2 データポートに差し込みます。データ回線をどのポートに接続してもかまいません。
5. ケーブル留めを使用して、ワイヤーを縁の下に固定します。 
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
2023 年 6 月以降に製造された A-dec ユニバーサル電源装置への A-dec 334/335 デリバリーシステム
の接続

手順 1.
1. アース線を接続します。
2. 黒のワイヤーをチェアーの回路基板のサポートセンター接続 （SPRT CTR）0 V 〜に接続します。
3. グレーのワイヤーをチェアーの回路基板のサポートセンター接続 （SPRT CTR）24 V 〜に接続します。 

4. 黒のデータ回線をチェアー回路基板の頭側にある DCS1 データポートに差し込みます。 
5. ケーブル留めを使用して、すべてのワイヤー、ケーブル、チューブを電源装置の縁の下に固定します。 
6. 余分なケーブルをすべて輪にして結び、フロアボックスに収納します。 

注意 黒の DCS1 データ回線を DCS2 データポートに差し込むと、製品が損傷することがあります。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
2023 年 6 月以前に製造された A-dec 311/411 電源装置へのサポートセンターのワイヤーと
データ回線の接続

2023 年 6 月以前に製造された A-dec 311/411 電源装置への A-dec 334pro/335pro デリバリーシス
テムの接続
推奨する工具
• 3/8 インチのコンビネーション・レンチ
• 斜ニッパー

手順 1.
1. アース線を電源装置の支柱に取り付けます。
2. 黒のワイヤーを 0 V に接続します。 
3. グレーのワイヤーを 24 V に接続します。
4. 中継基板のグレーのポートを電源装置の背面に配置し、赤の DCS2 データ回線をグレーのポートに接続し

ます。
5. 中継基板の黒いポートから、黒の DCS1 データ回線を電源装置のいずれかのデータポートに接続します。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 2.
1. 中継基板に付いている保護紙をはがします。 

2. 中継基板を電源装置の側面 （チェアーの足側を向いている方）に取り付けます。スタブおよび中央通気口の
最下部に位置を合わせます。

3. すべてのモジュールを電源装置に接続したら、ワイヤーを電源装置の縁の下に固定します。

注意 他の装置への損傷や干渉を防ぐため、中継基板は必ずこの位置に取り付けてください。

注 電源装置にすでに発光ダイオード （LED）ライト用のアダプター基板が取り付けられている場
合は、その下に中継基板を重ねてください。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
2023 年 6 月以前に製造された A-dec 311/411 電源装置への A-dec 334/335 デリバリーシステムの
接続 

手順 1.
1. アース線を接続します。
2. 黒のワイヤーをチェアーの回路基板のサポートセンター接続 （SPRT CTR）0 V に接続します。
3. グレーのワイヤーをチェアーの回路基板のサポートセンター接続 （SPRT CTR）24 V に接続します。
4. チェアーの回路基板上のデータポートにデータ回線を接続します。
5. 黒の 2 ポジションコネクタを黒の 24 VAC 絶縁リードに接続します （ある場合）。
6. ケーブル留めを使用して、すべてのワイヤー、ケーブル、チューブを電源装置の縁の下に固定します。 
7. 余分なケーブルをすべて輪にして結び、フロアボックスに収納します。 
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
フロアボックスユーティリティの接続
システムの構成に適した手順で接続を⾏います。 
デリバリーシステムのみの接続 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .47
複数のモジュールが含まれるシステムの接続  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .48

推奨する工具
• 斜ニッパー
• スリーブプッシャー

デリバリーシステムのみの接続
システムにデリバリーシステム以外のモジュールが含まれていない場合は、この図を使用します。

チェアーへ
注意 ⻘または⽩のチューブ
は接続しないでください。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
複数のモジュールが含まれるシステムの接続

システムにデリバリーシステムの他にもモジュールが含まれている場合は、この図を使用します。

推奨する工具
• 斜ニッパー
• スリーブプッシャー

湿分分離器の取り付け （オプション）
湿分分離器の取り付けについては、湿分分離器キットに同梱されている説明書を参照してください。

チェアーへ
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
システムの準備

ワイヤーとチューブの固定

手順 1.

1 ケーブル留めを使用して、垂れ下がっているすべての
ワイヤーとチューブをサポートセンターポストに固定
します。 

ケーブル留め
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 2.

1 ベイルを取り付けます。ベイルはフロアボックスキットに同梱されています。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
ウォーターボトルの取り付け 

2 ウォーターボトルを持ち上げてウォーターボ
トルレセプタクルに押しかぶせ、右に回転さ
せます。

1 レセプタクルの O リングに A-dec シリコン
潤滑油を塗布します。

重要 A-dec では、システムの初回使用前に、⻭科チームで⻭科治療ユニットウォーターラインの
ショックトリートメントを実⾏すること、また継続的なウォーターライン保守プログラムを確
⽴することをお勧めしています。詳細については、『ウォーターライン保守ガイド』（部品番号
（P/N）85.0983.05）および 『A-dec 内蔵型給水システム使用方法』（部品番号 （P/N）86.0609.05）
を参照してください。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
スピットンボウル洗浄流量の設定の調整

システムの調整

システムのモジュールを調整する方法については、機器に同梱されているサービスガイドを参照してください。

ボウル洗浄流量
のピンチバルブ

ボウル洗浄吐水口

1 スピットンボウル洗浄をオンにして、ピン
チバルブを締めたり緩めたりして流量を調
整します。

2 ボウル洗浄吐水口を回転して流量パターン
を調整し、最も適切な洗浄動作を確保して
ください。
設置処理の後半で、タッチパッドを使用し
てコップ給水とボウル洗浄のプリセットを
⾏います。 
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
システムの水平調整

システムが水平になるように調整するには、以下のセクションの手順を実⾏します。システムを水平にするこ
とで、モジュールの位置がずれたり器具がトレイ上で転がったりするのを防止できます。

推奨する工具
• 磁気水準器
• 1/8 インチおよび 3/16 インチの六角レンチ

サポートセンターの水平調整
手順 1.

注 システムを手際よく水平にするには、表示された順序に従って以下のセクションを完了することが肝
要です。

1 チェアー、コントロールヘッド、⻭科ライトを、医師による
通常使用時の位置にセットします。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 2.

手順 3.

磁気水準器

1

1 磁気水準器をデリバリーシステムの固定アームのナックルに垂直に置きます。支柱の根元のマウントの
レベリングスクリューを調整して、傾きを修正します。

ヒント 所定の位置に水準器を保持するため、必要に応じて短いテープを 1 本使用します。

レベリングスクリュー

1 傾きを変更するには、マウントの上下にあるレベリングスクリューを互いに反対方向に調整します。
どのスクリューを締めたり緩めたりするかは、修正したい傾きの方向によって決まります。レベリン
グスクリューは、2 本を 1 組として締めたり緩めたりします。

2 マウントの周囲にある 8 本すべてのレベリングスクリューを調整して、支柱が垂直になり、デリバリー
システムがずれなくなるようにします。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 4.

⻭科助手用器具の伸縮式アームの水平調整

1 伸縮式アームを引き伸ばし、チェアーに対し
て平⾏にします。 

2 水準器を伸縮式アームの上に置き
ます。

3 六角レンチを使用してアームを水平にします。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
スピットンボウルのクリアランスの確認

推奨する工具
• 5/16 インチの六角レンチ

手順 1. 

注 サポートセンターにスピットンが含まれていない場合、またはチェアーのスピットンの横にアームレ
ストがない場合、このセクションを飛ばして、61 ページの 「カバーの取り付け」を参照してください。 

1 スピットンボウルを取り外します。

2 ポジショニングガイドを、タブがチェアーの頭側を向く
ようにスピットンボウルサポートの上に置き、ガイドの
中央にあるフォームプラグで固定します。

4 チェアーを上下させ、ポジショニングガイドとアーム
レストが接触せず、すき間がないことを確認します。
（すき間があると、サポートセンターのカバーが正しく
取り付けられない場合があります）。

• クリアランスを調整する必要がある場合は、手順 2.
を実⾏します。

• クリアランスが適切な場合は、61 ページの 「カバー
の取り付け」を参照してください。

警告 ポジショニングガイドとアームレスト
が接触しないよう、スピットンボウルとアー
ムレスト間に適切なクリアランスを確保する
必要があります。

3 ポジショニングガイドを開きます。

ポジショニングガ
イドを開きます。

ポジショニングガイドはアーム
レストと接触しないようにする
必要がありますが、すき間を開

けないようにしてください。

ヒント ポジショニングガイドがな
い場合は、ボウルの縁とアームレス
トの間が 29 mm （1-1/8 インチ）あ
るか測定します。 
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
手順 2.

手順 3. 

1 システムにデリバリーシステムとライト
が含まれている場合は、それらをサポー
トセンターの上に設置します。

2 六角レンチを使用してソケットネジを調
整します。片方のネジを緩め、もう一方
のネジを締めて、ネジを緩めた側の端を
チェアーの方に回転させます。 

5/16 インチの六⾓レ
ンチ付きラチェット

ソケットネジ

注 ボタンボルトを緩めないでください。 

3 ポジショニングガイドとアームレストに
適切なクリアランスが得られ、すき間が
なくなるまでネジを調整します。

1 チェアーを上下させ、ポジショニングガ
イドとアームレストが接触せず、すき間
がないことを確認します。

ガイドとアームレストのクリアランスが
適切でない場合は、手順 2. を繰り返し
ます。

2 サポートセンターが水平になっているこ
とを確認します。調整が必要な場合は、
53 ページの 「サポートセンターの水平
調整」の手順を実⾏します。

ポジショニングガイドは
アームレストと接触しな
いようにする必要があり
ますが、すき間を開けな
いようにしてください。

3 ポジショニングガイドとプラグを取り外
して処分します。

4 スピットンボウルを再度取り付けます。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
タッチコントロール操作

お使いのシステムのタッチコントロールインターフェイスの種類に応じたセクションを参照してください。
CP5i/CP5 コントロールパッドによるスピットンの操作  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 58
A-dec 300 Deluxe/ 標準タッチパッドでのスピットンの操作 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59
取り付けられたモジュールの操作 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60

CP5i/CP5 コントロールパッドによるスピットンの操作

注 タッチコントロール上の記号やアイコンは、A-dec, Inc. の専有物です。

タッチスクリーンとコントロールパッドの使用につ
いては、以下のリンクから 『A-dec タッチスクリ
ーンおよびコントロールパッド使用方法』（部品
番号 （P/N）86.0857.05）を参照してください。
a-dec.com/touchscreen-manual 

接続機能の設定については、以下のリンク
から 『A-dec+ ™使用方法』（部品番号
（P/N）86.1030.05）を参照してください。 
a-dec.com/connectivity-manual
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
A-dec 300 Deluxe/ 標準タッチ
パッドでのスピットンの操作

注 タッチコントロール上の記号
やアイコンは、A-dec Inc. の専有
物です。

標準タッチパッドの図

プログラ
ムモード

コップ給水ボウル洗浄
86.0544.05 Rev F 
コップ給水およびボウル洗浄のオン / オフの切り
替え
タッチパッドアイコンまたはスピットンボタンを使用して、
コップ給水およびボウル洗浄機能を制御します。

コップ給水およびボウル洗浄時間のカスタマイズ
コップ給水とボウル洗浄時間は、タッチパッドまたはスピッ
トンで設定できます。

時間のカスタマイズ （タッチパッドから）
1. タッチパッドのpを長押しします。ビープ音が 1 回鳴った

らボタンを離します。
2. 5 秒以内に、目的の時間にわたってdまたはcを長押しし

ます。 
3. ビープ音が 3 回鳴り、新しい設定が保存されたことを示し

ます。

時間のカスタマイズ （スピットンから）
1. コップ給水用吐水口の下にある と を長押しします。

ビープ音が 1 回鳴ったらボタンを離します。
2. 5 秒以内に、目的の時間にわたって または を長押し

します。 
3. ビープ音が 3 回鳴り、新しい設定が保存されたことを示し

ます。

アイコン/機能 動作/オプション

コップ給水
タッチパッド 

スピットン 

スピットンからコップに注⼊される流水量
を制御します。
• 1 回押すと、時限操作を⾏います。

給水の工場出荷時のプリセットは
2.5 秒です。

• ⻑押しすると、⼿動操作が可能です。

ボウル洗浄
タッチパッド 

スピットン 

スピットンボウルに洗浄水を供給します。
• 1 回押すと、時限操作を⾏います。 

洗浄の工場出荷時のプリセットは
30 秒です。

• 2 回押すと水流が継続し、1 回押すと止
まります。

• ⻑押しすると、⼿動操作が可能です。
ボタンを離すと水が止まります。

d

c
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
取り付けられたモジュールの操作
システムのモジュールのタッチコントロール設定については、機器に同梱されているサービスガイドを参照して
ください。

システムのテスト

サポートセンターとモジュールの設置が完了したら、次のチェックリストを使用してシステムをテストします。

ユーティリティ
• 空気圧が 552 kPa （5.52 バール）に調整されているか。
• フロアボックスに空気および水の漏れがないか。
• チューブや接続にねじれがないか、また空気や水の漏れがないか。
• 余分なチューブやワイヤーがコイル状に巻かれて可動部品から離れた場所に収められているか。

⻭科助手用器具、スピットン、コップ給水
• バキューム / 吸引が以下の仕様に従って設定されているか：

○ ウェットバキューム - 最小 34 ± 7 KPa （10 ± 2 インチ Hg）、255 sl/ 分 （9 SCFM）
○ ドライ / セミドライバキューム - 最小 16 ± 3.5 KPa （4.5 ± 1 インチ Hg）、340 sl/ 分 （12 SCFM）

• 空気および水のシリンジボタンは滑らかに作動するか
• HVE および排唾管に装備されたバルブの動作に支障はないか
• コップ給水の時間は適切に設定されているか
• スピットン流量パターンはボウルを効果的に洗浄し、ボウル排水は正常か
• スピットンベンチレーションチューブの終端がサポートセンターのフレームの 13 mm（1/2 インチ）上に位置

しているか
• スピットンボウルとアームレストの間に 29 mm （1-1/8 インチ）のクリアランスがあるか

追加モジュール
デリバリーシステムや⻭科ライトなど、追加モジュールのテストチェックリストについては、機器に同梱されて
いるサービスガイドを参照してください。
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A-dec 363 サポートセンターサービスガイド
カバーの取り付け

推奨する工具
• 斜ニッパー
• プラスドライバー
• ゴム製マレット

ペデスタルマウントのカバーとアンビリカルラップの取り付け
手順 1.

警告 感電の危険があります。カバーを外したり元に戻す際には、ワイヤーやチューブに損傷を与えな
いよう注意してください。また、カバーを再度取り付けた後は、しっかりと固定されていることを確認
してください。 

注 システムを調整、テストしてからカバーを取り付けます。58 ページの 「タッチコントロール操作」
を参照してください。

注 オプションの AVS を接続した場合は、63 ページの手順 3 に進んでください。

1 プラスドライバーと 4 本の #6 x 1/4 インチネジを使用して、
補強材を長円形のフレームに取り付けます。

補強ネジ
（実物大）

補強材 
補強材 

⻑円形のフレーム
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手順 2.

1 長円形のフレームの短い方のスロットがチェ
アーの背に最も近いスロットになるように、
床フレームを設置します。

2 ゴム製マレットを使用して、床フレー
ムをペデスタルマウントの下部に押し
込み、マウントレッグにぴったりと取
り付けます。

ヒント 床フレームをマウントレッグにぴった
りと取り付けるには、床フレームをしっかり
と叩く必要があります。

マウントレッグ
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手順 3. 

2 プラスドライバーと 4 本の #10 x 1-1/4 インチのネジを使用して、
床フレームを床に固定します。

1 補強材の外側の端が 875 mm
（34-7/16 インチ）離れているこ
とを確認します。

床ネジ （実物大）
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手順 4.

1 フロアボックスの開口部で、サポートセンターのケーブルとチューブをプラ
スチックのカバー （グレーの面を外側）で包みます。カバーを固定し、とじ
目を床側に伏せます。

2 プラスチックカバーがフロアボックスフレームの端の中央にくるように移動
させます。 
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手順 5.

手順 6.

1 ペデスタルマウントのカバーのプラグを
取り外し、チューブがカバーの下を通っ
てフロアボックスに入るようにします。 

2 ペデスタルマウントのカバーを床フレームのピンに
合わせます。

1 ペデスタルマウントのカバーとフロアボックスのすき間にあるコードとチューブが、プラス
チックカバーで隠れていることを確認します。 

プラスチッ
クカバー
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トリムキャップの取り付け
システムにデリバリーシステム、⻭科ライト、またはモニターがない場合は、これらのモジュール用のポストホ
ールにトリムキャップを取り付けてください。

サポートセンターポストホール⽤トリムキャップ

システムにデリバリーシステム、⻭科ライト、またはモニターがない場合は、これらのモ
ジュール用のポストホールにキャップを取り付けてください。
• サポートセンターポストホール：プラスドライバーと 6-19 x 1.2 インチのネジを使用して、

フローチャートに示されていないサポートセンターのカバーにトリムキャップを取り付け
ます。

• 間柱：システムの間柱にモニターが取り付けられていても、⻭科ライトがない場合は、
間柱の端部にトリムキャップを押し込みます。

• ⻭科助⼿⽤器具ハブ：システムの伸縮式アームに⻭科助手用器具が取り付けられてい
ても、デリバリーシステムがない場合は、ハブの上部にトリムキャップを押し込みます。
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サポートセンターのカバーの取り付け
手順 1.

1 下側カバーを取り付けます。カバーの
側面にある刻み目を上部に向けます。 

ヒント 下側カバーの位置が合わない場合は、スピットンとアームレ
ストのクリアランスを確認します。ポジショニングガイドとアーム
レストの間にすき間があると、下側カバーの位置がずれる場合があ
ります。56 ページの 「スピットンボウルのクリアランスの確認」
を参照してください。
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手順 2.

次のステップ 『A-dec 311 ⻭科用椅子サービスガイド』（部品番号 （P/N）86.0921.05）の張地の取り付けを
参照してください。

1 システムに⻭科ライトまたは、モニターマウントが
含まれている場合は、上側カバーを取り付ける前に
ポストトリムリングを上にスライドさせます。

2 カバーをサポートセンターの適切な側にそれぞれ配置します。縁の小さい方の穴がチェアー
の足側を向きます。 

3 上側のカバーをサポートセンターのフレームに取り付けます。カバーの小さなピンをフレー
ムの穴に、一方のカバーの大きいピンをもう一方のカバーのコネクタに差し込みます。

4 システムに⻭科ライトまたはモニターマウントが含まれる場合は、トリムリングをサポート
センターカバーまで下にスライドさせます。

縁の小さい方の
穴がチェアーの

足側を向きます。 
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付録：エアバキュームシステム （AVS）の取り付け

エアバキュームシステム （AVS）は、中央バキュームシステムが利用できない場合に、最小 483 kPa
（4.83 バール）の給気を使用して真空状態を作り出します。また、システム内を流れる水分と空気を分離し、
ドレインとエアーアウトレットから放出します。 

推奨する工具
• 5/64 インチおよび 7/64 インチの六角レンチ
• プラスドライバー
• 1/4 インチコンビネーション・レンチ

床フレームと液体分離タンクの取り付け

手順 1.

1 プラスドライバーと 4 本の #6 x 1/4 インチネジを使
用して、カーブした補強材を長円形の床フレームに
取り付けます。

補強ネジ
（実物大）
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手順 2.

2 取り付けプレートとクランプブラケットを長円形
フレームの上に置きます。クランプブラケットの
カーブが長円形の方を向くようにします。ネジを
締めて取り付けプレートを固定し、動かないよう
にします。 

クランプブラケット

取り付けプレート

注 必要に応じて床フレームを裏返し、
床フレームの開いた側がチェアーの隣に
なるようにします。

1 2 本の 6-32 x 5/8 インチネジを使用して、クラン
プブラケットを取り付けプレートに固定します。
ネジは緩めたままにしておきます。
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手順 3.

手順 4.

1 ゴム製マレットを使用して、長円形の
床フレームをペデスタルマウントの下
部に押し込み、マウントレッグにぴっ
たりと取り付けます。

ヒント 床フレームをマウント
レッグにぴったりと取り付ける
には、床フレームをしっかりと
叩く必要があります。

注 取り付けプレートの
アームは、長円形フレー
ムの内側に位置する必要
があります。マウントレッグ

タンクブ
ラケット

取り付けプレート

1 六角レンチを使用して、タンクブラケッ
トを取り付けプレートに緩くネジ留めし
ます。 

ヒント 液体分離タンクを取り
付けてから位置を調整できるよ
うに、ブラケットを緩く取り付
けます。
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手順 5.

空気排気の接続と配管
手順 1.

1 六角レンチと 2 本の 6-32 x 3/8 イン
チのボタンボルトを使用して、液体
分離タンクをタンクブラケットに緩
く取り付けます。 

液体分離タンク

タンクブ
ラケット

2 液体分離タンクとブラケットの位置
を調整し、HVE と排唾管の両端にク
リアランスを確保し、下側カバー
（長円形フレームに沿って取り付け）
に接触しないようにします。

3 タンクとブラケットを配置したら、
六角レンチを使用してブラケットを
取り付けプレートに固定するネジを
締めます。

5/8 インチ HVE
インレット

4 六角レンチを使用して、タンクをブ
ラケットに固定しているネジを締め
ます。

3/8 インチ排唾管吸込み口 空気排気ア
ウトレット

2 エルボの 1 つにスプライサーを挿入します。

1 空気排気アセンブリを組み⽴てるには、
スプライサーを使用して 2 個のエ
ルボを接続します。

注 エルボとスプライサーの間に
Loctite® を使用しないでください。
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手順 2.

手順 3.

2 空気排気アセンブリの端が長円形の床フ
レームに対して垂直になるように調整し
ます。

1 エルボアセンブリを空気排気アウトレット
に接続します。

1 スピットンの排水管を空気排気アセン
ブリの上、HVE インレットの下に通し
ます。  

ヒント 底部カバーがサポートセ
ンターに納まるように、チュー
ブをできるだけコンパクトにし
ます。 

6 スピットンの排水管を Y コネクタに取り付けます。
コネクタクリップを使用して、アダプターを Y コネ
クタに固定します。

3 Y コネクタをチェアーのベースプレート
の前端に置き、Y コネクタの主上部分岐
に合うようにスピットンの排水管を切断
します。 

スピットンの
排水管

2 3 個のアダプターを Y コネクタ本体に固
定しているクリップを取り外します。
アダプターを Y コネクタから抜きます。

4 いずれかのアダプターのリップに
Loctite® 411 ™を塗布します。 

ここに Loctite® を使⽤

5 スピットンの排水管をねじりながら、
アダプターに押し込みます。 

7 Loctite® 411 ™を使用して、付属の 20 mm のチューブ
を Y コネクタに取り付けます。コネクタクリップを
使用して、アダプターを Y コネクタに固定します。

8 20 mm のチューブの端をドレインにつなぎます。
余ったチューブを切りそろえます。

ここを切断

Y コネクタ

注 現地の配管基準に従って、排水管を接続
します。
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手順 4.

手順 5.

4 液体分離器ドレインのチューブを Y コネ
クタ上部に取り付けます。コネクタク
リップを使用して、アダプターを Y コネ
クタに固定します。 

3

2 チューブを液体分離器ドレインから Y コ
ネクタ上部の開口端まで通し、必要に応
じて切りそろえます。 

3 Loctite® 411 ™を使用して、チューブを Y
コネクタの最後のアダプターに取り付け
ます。 

20 mm の
チューブ

Y コネクタ

2

1 20 mm チューブの残りの部分を液体分離
器ドレインに接続します。20 mm のアダ
プターとプライヤーを使用してクランプ
を固定します。

注 Loctite® 411 ™は、本システム
での排水管の取り付けおよびシー
リングに不可⽋です。

HVE インレット

1 HVE チューブ （5/8 インチ）を
HVE インレットに差し込みます。

2 経路ができるだけ真っ直ぐになるよ
うに、チューブを切りそろえます。

3 Loctite® 411 ™を使用して、HVE
チューブを 1/2 インチのエルボに
固定します。

4 1/2 インチのエルボをタンクの
HVE インレットに取り付けます。

1/2 インチ
のエルボ

HVE チューブ
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手順 6.

手順 7.

1 AVS からの排唾管 （3/8 インチ）を排唾管
吸込み口に接続します。必要に応じて切り
そろえます。 

排唾管

注 排唾管にねじれがないことを確
認します。

これらのプラグのいずれかを
バーブ継⼿と交換します。

1 1/4 インチのコンビネーション・レンチを使用して、エアーフィ
ルターとレギュレーターのプラグのひとつを 5/16 インチバーブ
継手に置き換えます。

2 エアバキュームシステムの T コネクタから出ている 5/16 インチ
の⻩色のチューブの端にスリーブをスライドさせ、エアーフィル
ターとレギュレーターのバーブ継手に接続します。 
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手順 8.

次のステップ 35 ページの 「ユーティリティの配管と接続」に進みます。

1 サポートセンターの外側にある下側カバーの位
置を確認します。下側カバーは濃い灰色 （ダー
クグレー）で、外側カバーは内側のカバーより
も⾼くなっています。 

2 側面の刻み目が上になるようにカバーを回転
させ、床フレームのほぼ前方に置きます。 

3 排気アセンブリの位置に注意し、カバーにその
位置をマークします。サポートセンターのカバ
ー底部にアーチ型の穴を開け、空気排気アセン
ブリ用の開口部を作ります。 
開口部は、⾼さ約 2-3/4 インチ、 幅約 1-1/2 イン
チにします。

4 カバーを取り付けて、排気アセンブリの穴が正
しい位置にあることを確認します。必要に応じ
て排気アセンブリの穴を整え、カバーを長円形
のフレームに合わせます。 

5 25 mm のチューブを空気排気アセンブリの端
に接続し、チューブを適切な排気ベントに通し
ます。 

下側カバーの外側

⻑円形の床フレーム

6 下側カバーを取り外して脇に置きます。後で再
度、取り付けます。 

空気排気アセンブリ空気排気アセンブ
リ⽤の切り抜き
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規制に関する情報

当局から指定された規制に関する情報と A-dec の保証については、『規制情報、仕様および保証』（部品番号
（P/N）86.0221.05）に記載されています。この文書は、www.a-dec.com のリソースセンターから入手でき
ます。 

このドキュメントをオンラインでご覧になるには、
左の QR コードをスキャンまたはタップ、クリッ
クしてください。以下のリンクに移動します。 
a-dec.com/regulatory-guide

Loctite および Loctite 411 は Henkel IP & Holding GmbH の米国における商標または登録商標であり、その
他の国においても商標または登録商標である可能性があります。本書に記載されているその他の商標はすべて
A-dec, Inc. の米国における登録商標または商標であり、その他の国においても商標または登録商標である可能
性があります。 
A-dec 本社
2601 Crestview Drive
Newberg, OR 97132 USA
電話：1.800.547.1883 米国 / カナダ国内
電話：+1.503.538.7478 米国 / カナダ国外
www.a-dec.com

A-dec, Inc. は本書の内容について、商品性および特定
⽤途への適合性の黙示的保証を含む （ただしこれに限
定されない）⼀切の保証を⾏いません。
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